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TMTにおける中間赤外線装置は、中間赤外線用 AOと組み合わせることで、すばるより高い 0.08秒角の解像
度と 0.1mJyレベルの感度 (5σ 1hr)を実現する。これは、JWSTや SPICAなどの次世代宇宙望遠鏡時代にあっ
てもなお、宇宙では実現できない高い解像度と比較的高い感度の組み合わせという、独自かつ重要なパラメータ
スペースをカバーする。
我々はこのような高い観測能力を念頭に、TMT中間赤外線観測に関するサイエンスケースの検討を進めてい

る。たとえば、(1)惑星形成にかかわる星周円盤の温かいダスト・ガスの分布や運動について、1～10AU スケール
の議論が可能になり、ALMAなどとの連携可能な細かさで、詳しい惑星形成のメカニズムや普遍性に迫ることが
できる、(2)近赤外や電波と桁で異なる波長における重力レンズ像の解析を通してダークマター分布のサブ構造に
迫ったり、また、近傍銀河における活動的星形成や銀河中心核などの観測を通して銀河の形成史に迫ることがで
きる、などが提案されている。検討中のサイエンスケースは、星惑星系形成・太陽系天体・恒星・ISM・銀河・宇
宙論まで多岐に渡る。この検討を通して、10-20µm帯での撮像・低分散分光および高分散 (R∼ 105)分光をTMT
MIR観測で実現すべき最重要機能と設定し、さらに IFUや偏光機能等の検討も進めている。また、これらのサイ
エンスや装置開発に関しては、中間赤外線高分散分光装置MIRESを提案していたアメリカのチームなどと連携し
つつ、日本が得意としてきたダスト観測やそのための機能もとりいれて検討を進めている。本講演では、サイエ
ンスケースを中心に、TMT中間赤外線装置の検討状況について紹介する。


